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を申し上げたい。林業経済研究会発足以来，林野庁の会員も幹事会への参画をは

じめ積極的な参加を当然としてきたが，１９９８年の学会運営の抜本的改革（評議

員・理事・主事制度）後は，林野庁関係会員の学会運営への参画が見られなくな

っている。また，全国森林組合連合会をはじめとする林業関連団体会員の参画も

少ないのが現実であり，学会運営上の工夫が必要となっていると思われる。

この出版事業はすべてを会員のご支援に頼らざるを得なかったが，結果，１００

名を超える会員の方々からご理解（寄付総額２００万円余）をいただき，財政的に

大きな支障もなく刊行に至った。

５０年前に３０歳代で林業経済研究会を立ち上げていただいた同学の先輩達は，今

では８０歳代を迎えておられる。記念祝賀会へのご招待を呼びかけたが，残念なが

ら多くの方々からは遠慮させて欲しいとの回答が寄せられている。本書で書かれ

ている５０年の歩みの総括を，７０歳，８０歳の先輩達がどのよう読まれたか等のご教

示をいただければ幸甚である。

林業経済学会５０周年記念事業特別委員会は２００１年から２００６年の５年の間，１５回

の特別委員会を重ねてきた。原稿執筆の協力や，寄付による財政的支援が得られ

るのか等々，不安が無いわけではなかったが，完成を間近に特別委員一同は，よ

うやく安堵しつつある。とりわけ特別委員会の原研二委員には原稿の受付，編

集，出版社交渉を，山本伸幸委員には CD―ROM版編集を，山本美穂委員には５０

周年記念事業特別委員会主事として庶務を担当いただき，労を多としたい。

最後に，厳しい学会の財政状況と，記念事業祝賀会（２００６年１１月３日）には出

版物を必ず間に合わせなければならいという学会側の無理な要請ににもかかわら

ず出版をお引き受けいただいた，日本林業調査会の辻潔社長に深謝申し上げたい。

林業経済学会５０周年記念事業特別委員会委員

委員長 笠原 義人（宇都宮大学名誉教授）

委 員 福島 康記（林業経済研究所） 宮林 茂幸（東京農業大学）

土屋 俊幸（東京農工大学） 大田伊久雄（愛媛大学）

山本 伸幸（森林総合研究所） 山本 美穂（宇都宮大学）

原 研二（大日本山林会）

林業経済学会５０周年記念事業特別委員会日誌

２００１年４月 ５０周年記念事業特別委員会設置

１０月 第１回特別委員会（笠原義人，土屋俊幸，福島康記，宮林茂幸）

１）「会報」「経済研究」のバックナンバ－製本・保存，２）成果・業績の集積

と出版，３）記念シンポの開催

２００２年１１月 ５０周年記念事業第１回特別セッション（京都大，報告：半田，福

島，笠原，宮林，土屋）

２００３年４月 第２回特別セッション（岩手大，報告：小山，笠原，柿澤・立花，

土屋，香坂）

２００３年１１月 第３回特別セッション（農大，報告：堺，神沼，宮林，土屋）

２００４年４月 第４回特別セッション（東大，報告：石井，大橋，加藤衛，岩松）

５月 第２回特別委員会（笠原，土屋，原研二，福島，宮林，山本美穂）

６月 第３回特別委員会（笠原，土屋，福島，宮林，山本伸幸，山本美）

１１月 第５回特別セッション（筑波大，報告：武田八・村嶌，餅田，小

池・菊間）

〃 「成果選集」第Ⅰ部執筆分担者会議（笠原，半田，福島，宮林）

〃 第４回特別委員会（笠原，原，山本伸，山本美）

〃 「成果選集」執筆分担者第１回会議（堺，志賀，黒瀧，三木，大浦，

興梠，枚田，武田，立花，行武，加藤，永田，柴崎，増田，関，堀

および委員：笠原，土屋，原，宮林，山本伸，山本美）

１２月 第５回特別委員会（笠原，土屋，原，宮林，山本伸，山本美，袖

山・農大出版会）

２００５年３月 第６回特別委員会（大田伊久雄，笠原，土屋，原，宮林，山本伸，

山本美）

〃 「成果選集」執筆分担者第２回会議（半田，柿澤，岡田，神沼，佐

藤宣，興梠，加藤衛，庄司，石井および委員：笠原，土屋，原，宮

林，山本伸，山本美）

２００５年４月 第７回特別委員会（笠原，土屋，宮林，山本伸，山本美，袖山・古
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谷・農大出版会）

東京農大出版会からの刊行を取りやめることで合意（担当者異動，見積もり経

費額比較等）。

２００５年５月 第８回特別委員会（笠原，原，山本伸，辻潔・日本林業調査会）

日本林業調査会との見積もり，作業進行について両者で確認。

２００５年１０月 第９回特別委員会（原，山本伸，辻潔・日本林業調査会）

２００５年１１月 第１０回特別委員会（大田，笠原，土屋，宮林，原，山本伸，山本美）

２００６年３月 第１１回特別委員会（笠原，原，山本伸，山本美）

２００６年４月 第１２回特別委員会（大田，笠原，土屋，原，宮林，山本伸，山本美）

１）原稿最終締切りを２００６年５月連休明けとすることを確認

２）祝賀会（２００６年１１月３日）の実行計画等理事会提案事項を確認

〃 第１３回特別委員会（笠原，土屋，原，宮林，山本美，辻潔・日本林

業調査会）

２００６年５月 第１４回特別委員会（笠原，土屋，原，山本伸，山本美）

２００６年１０月 第１５回特別委員会（笠原，土屋，原，山本伸，辻潔・日本林業調査

会）

付：林業経済研究会・林業経済学会５０年の歩み

林業経済学会５０周年記念事業特別委員会

委員長 笠原 義人

１． 林業経済研究会の発足 １９５５年～１９７７年

林業経済研究会が創立（１９５５年）される９年前の１９４７年，財団法人林業経済研

究所が設立されている。官庁・大学・林業・林産業の各界の指導者層が発起人と

なり，日本林業再建に資するための調査研究機関として設立したもので，林業経

済研究者を中心とするいわゆる研究会とは性格が異なるものである。

（財）林業経済研究所の運営に参画した大学・試験場の林業経済研究者は，教

授や管理職等の地位にあるトップにある人達で，林業経済研究会に参加した林業

経済研究者は，中堅もしくは若手層である。林業経済研究会の創立に参加したの

は大学・試験場の研究者だけでなく，林野庁や県の林務行政担当者や林総協

（「森林資源総合対策協議会」），農林公庫，全国森林組合連合会などの林業団体関

係者も参加している。

１９５５年創立時の林業経済研究会の会員は２８名であったが，１９６０年には１０１

名，１９６４年には３５９名へと急激に増加する。全国の林業経済研究者をほぼ組織し，

林野庁本庁だけでなく各営林局や県にも会員が拡大する。研究会の運営は，在京

の会員が幹事団＝幹事会を構成して，大学・試験場・研究所の上層部が代表幹事

となっている。幹事会は研究会の企画，会誌「林業経済研究会会報」の編集・発

送，会費徴収・会計管理などすべてを行う実働組織でもあるので，若手・助手や

大学院生等も幹事会に入っている。

２． 林業経済研究会の学会移行 １９７８年～１９９７年

研究会設立後２０年を経過すると会員は３００名を割る。林業試験場や東京教育大

学の筑波学園都市への移転，林業経営研究所の林政総研への改組，そして国有林

野事業（林野庁）の大幅な「合理化」・人員削減は，在京の会員が担ってきた研

究会運営を大きく改変させることになる。１９７８年に林業経済学会が誕生し，それ

まで代表幹事の下に置いてきた事務局を（財）林業経済研究所に固定し，林業経
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